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メタンケミストリー 

 
1. メタンの直接分解 

  原油価格の下落により一時的にナフサ由

来の石油化学品の市場は平静を取り戻して

いるが, 依然としてメタン価格はエネルギ

ー換算で石油価格の約 1/2 である。長期的

には米国のシェールガス革命により 1/4 と

推測されている。メタンから直接化学品の

合成は重要な課題である。 

2. メタンからエタン 

メタンから直接エタンと水素の合成は平

衡値が低いために収率は低い。SiO2-Al2O3

またはγ-Al2O3担持水素化タングステン

(H-W)が活性を示すが, 350℃, 5.0 MPa に

おける H-W/γ-Al2O3のメタンの転化率は

0.2%である。そこで, 生成した水素を

Pd-Ag 膜で分離すると転化率は 0.6%まで

向上することが報告されている。1) 
2 CH4   ⇄ CH3CH3   +   H2       

3. メタンからエチレン, ベンゼン, ナフ

タレン 

メタンを非酸素雰囲気で脱水素重合させ

ることによりエチレン, ベンゼン, ナフタ

レン, 水素が高収率で得られる。 
CH4 → CH2=CH2  + C6H6 + Np +  H2     
触媒は溶融Fe/SiO2で石英とFeメタロシリ

ケートを空気中1,700℃で溶融後, 硝酸水

溶液で洗浄,乾燥して調製されている。調製

された0.5%Fe/SiO2 (BET: <1m2/g)を900℃, 

90 vol % (CH4/N2)で活性化し固定層マイ

クロリアクターを用いオンラインで分析し

た結果 , 950℃におけるメタン転化率は

8.1%, 1,090℃に昇温すると転化率は48.1%
を超えることが報告された。生成物はエチ

レン, ベンゼンとナフタレンと水素だけで

コークの生成は観測されていない。950～
1,090℃,  GHSV 21.4L/g・cat/hの条件でエ

チレンの選択率は40.9～52.1%, ベンゼン

の選択率は21.0～29.1%, ナフタレンの選

択率は23.6～38.2%である。60時間では活

性は低下していない。(図-1) 2) 

 
0.5% Fe©SiO2 at 1,020℃ and 14.5 L/g/h 

図-1 メタン分解反応試験 
ナフタレンは生成する水素で水素化分解す

れば石油化学品原料の芳香族やオレフィン

類を合成することができる。 
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